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主 論 文 の 要 旨 

主治医から見た統合失調症家族心理教育の意義に関する検証 

An Empirical Study of Attending Psychiatrists' Views on the Significance of Family 

Psychoeducation for Schizophrenia 
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に掲載 

【要 旨】 

目的：統合失調症の家族心理教育は、患者の再発率の減少や治療継続、参加家族の心理

的負担軽減などへの効果が確認されている。しかし、臨床の場において家族心理教育に期

待される効果はこれらに限られない。これまで主治医の視点からの評価の報告はほとんど

知られておらず、本研究では、主治医の視点から見た家族の変化を明らかにすることで、

日常臨床における家族会の意義を検証することを目的とした。 

対象および方法：当院において 2013 年 4 月から 2014 年 12 月の間に実施した統合失調

症家族心理教育（以下、家族会）に参加した家族 24 人の、患者の外来主治医 10 名を対象

とし、半構造化面接および visual analog scale により、家族に関する評価を得た。 

結果：修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチにより、主治医がとらえた家族の

変化のプロセスには、「病気に関する知識の適切さの増加」「患者の状況や病気の理解の進

展」「家族の心の余裕の増加」「本人主体の関わりへの変化」「医療との協働の促進」という

相互に影響しあう 5 つの上位コアカテゴリーが生成された。いずれも家族会参加後に改善

方向に変化しており、家族会の機能はほぼ心理教育の定義に沿うものであった。 

考察および結論：主治医は家族心理教育に対して介入対象たる家族のアウトカムを期待

し、家族の状態改善をもたらす役割をもつものとして治療に位置づけていると示された。 


